
　近い将来、高い確率で発生が懸念されている南海トラフ地震などの大規模災害時に、災害からの復旧・
復興をいち早く行うため、各種団体・事業者と災害時の応援協定を積極的に締結しています。
　令和５・６年度に締結した協定内容は以下のとおりです。
　今後も、積極的に各種団体・事業者との協定締結を推進し、大規模災害に備えていきます。

災害時などにおける応援協定について 問危機管理室（内線 9503）

桜ケ丘町に
自主防災組織が誕生

　
新
た
に
、
桜
ケ
丘
町
に
自
主
防

災
組
織
が
結
成
さ
れ
、発
電
機
、油

圧
ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
の
防
災
資
機
材

が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
日
頃
の
防
災
活
動
や

地
域
へ
の
防
災
意
識
の
普
及
啓
発

な
ど
、
地
域
防
災
の
柱
と
し
て
の

活
発
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
危
機
管
理
室（
内
線
９
５
０
３
）

自
衛
官
等
募
集
事
務
に
係
る

情
報
提
供
の
除
外
届
出
制
度

　
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部

か
ら
、
防
衛
大
臣
が
行
う
自
衛

官
お
よ
び
自
衛
官
候
補
生
の
募

集
事
務
の
た
め
、
18
歳
ま
た
は

22
歳
、
も
し
く
は
両
方
の
年
齢

の
市
民
を
対
象
と
し
た
住
民
基

本
台
帳
の
一
部
写
し
の
請
求
が

あ
っ
た
場
合
は
、
法
令
に
基
づ

き
、使
用
目
的
を
限
定
し
た
上
で
、

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

で
、
ご
自
身
の
個
人
情
報
の
提

供
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
、

事
前
に
届
け
出
る
こ
と
で
提
供

す
る
情
報
か
ら
除
外
で
き
ま
す
。

届
出
対
象
者　
令
和
７
年
４
月

１
日
㈫
時
点
で
17
～
22
歳
の
人

※
一
度
届
け
出
る
こ
と
で
除
外

の
効
果
は
続
き
ま
す
。

届
出
方
法　
対
象
者

本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ 

ー
カ
ー
ド
の
署
名
用
電
子
証
明

書
を
利
用
し
て
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
届
け
出

※
本
人
確
認
書
類
な
ど
を
持
参

し
、
市
民
窓
口
課
で
配
布
す
る

「
自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
除
外

届
出
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
同
課
へ
提
出
も
可
。

問
市
民
窓
口
課（
内
線
１
３
１
）

桜ケ丘町自主防災組織の皆さん

名称 協定先

災害時における支援物資の受入及び配送等に関する協定 佐川急便株式会社関西支店

地域防災に関する連携協定 大阪公立大学都市科学・防災研究センター

大規模災害時における農業用水を活用した防災活動に関する協定 市東条地区土地改良区、府南河内農と緑の総合事務所

災害時における燃料等の供給協力に関する協定
富田林石油株式会社、大西石油株式会社、株式会社オータニ、
中西石油株式会社、冨尾石油株式会社

災害時の応急対策活動協力に関する協定 株式会社カヤ工建

災害時の応急対策活動協力に関する協定 株式会社サクマ

名称 協定先

災害時の応急対策活動協力に関する協定 株式会社三浪組

災害時における物資の供給協力に関する協定 コーナン商事株式会社

災害時におけるキッチンカーによる食事提供の実施等に関する協定 一般社団法人地域活性化プロジェクト縁 GIN

災害時における物資の供給協力に関する協定 株式会社林製作所

災害時の応急対策活動協力に関する協定 藤野興業株式会社

令和５年度

令和６年度
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富
田
林
市
物
価
高
騰
対
応

低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金

　
物
価
高
へ
の
対
応
の
た
め
、
令

和
６
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

対
し
、
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
の

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
支
給
の
対
象
と
な
る
可
能
性
の

高
い
世
帯
に
は
、
２
月
中
に
「
振

込
通
知
書
」
ま
た
は
「
支
給
申
請

書
（
請
求
書
）」
を
送
付
し
ま
し
た
。

支
給
額　
１
世
帯
に
つ
き
３
万
円

子
ど
も
加
算　
対
象
世
帯
の
う
ち
、

同
一
世
帯
内
に
い
る
18
歳
以
下
の

児
童
１
人
に
つ
き
２
万
円

※
平
成
18
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
子
ど
も
に
限
り
ま
す
。

対
象
世
帯　
次
の
①
～
⑤
の
全
て

に
当
て
は
ま
る
世
帯

①
基
準
日（
令
和
６
年
12
月
13
日
）

時
点
で
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

②
世
帯
全
員
の
令
和
６
年
度
住
民

税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る

③
世
帯
の
中
に
住
民
税
課
税
所
得

が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
未
申
告
の

人
が
い
な
い

④
住
民
税
が
課
さ
れ
て
い
る
他
の

親
族
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人

の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
な
い

⑤
同
趣
旨
の
給
付
（
３
万
円
）
を

他
の
自
治
体
か
ら
受
け
て
い
な
い

支
給
方
法　
次
の
❶
❷
の
い
ず
れ

か❶
振
込
通
知
書
が
届
い
た
世
帯
＝

原
則
、
手
続
き
不
要

※
令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世

帯
へ
の
給
付
金
を
受
給
し
た
な
ど

で
、
世
帯
主
の
口
座
を
市
で
把
握

し
て
い
る
世
帯
に
送
付
。

　
同
通
知
書
に
記
載
の
口
座
に
、

記
載
の
日
付
に
振
り
込
み
ま
す
。

❷
支
給
申
請
書
（
請
求
書
）
が
届

い
た
世
帯
＝
手
続
き
が
必
要

※
❶
以
外
の
世
帯
に
送
付
。

　
同
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
本
人
確
認
書
類
な
ど
を
添
付

し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ

て
返
送
し
て
く
だ
さ
い（
同
封
の
書

き
方
見
本
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

申
請
期
限　
３
月
25
日
㈫（
必
着
）

※
お
早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

問
市
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

〔
☎
０
１
２
０（
６
８
７
）７
６
６
〕

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
、
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）

　
ご
み
シ
ー
ル
は
、「
ご
み
の
分
け

方
・
出
し
方
」
の
保
存
版
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
同
封
し
、
郵
送
し
ま
す
。

配
布
期
間　
３
月
17
日
㈪
～
28
日
㈮

　
な
お
、ご
み
シ
ー
ル
は
世
帯
の
人

数
ご
と
に
分
け
て
発
送
す
る
た
め
、

同
じ
地
域
、
同
じ
住
所
で
あ
っ
て

も
到
着
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
は
、
ご
み
の
分
別
に
関
す
る
情

報
や
収
集
の
曜
日
な
ど
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

■
シ
ー
ル
が
届
い
た
ら
必
ず
種
類
、

枚
数
の
確
認
を

　
シ
ー
ル
の
種
類
、
配
布
枚
数
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
３
月
28
日
㈮
を
過
ぎ
て
も
シ
ー

ル
が
届
か
な
い
と
き
は
、
環
境
衛

生
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
人
へ

　
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
人
に

は
ご
み
シ
ー
ル
を
届
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
本
市
に
居
住
し
て

い
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
（
住

所
と
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
上
下
水

道
料
金
な
ど
の
領
収
書
、
賃
貸
契

約
書
、
郵
便
物
の
コ
ピ
ー
な
ど
）

を
持
参
し
、
環
境
衛
生
課
ま
た
は

金
剛
連
絡
所
で
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

無料ごみシール配布枚数　※年１回配布、１年間の枚数
もえるごみ専用シール

世帯人数 枚数（シート数） 色
１～２人世帯 110 枚（5.5 枚）

ピンク
３～４人世帯 220 枚（11 枚）
５～６人世帯 280 枚（14 枚）
７人以上の世帯 340 枚（17 枚）

粗大ごみ専用シール
世帯人数に関係なく
１世帯当たり 36 枚（６枚） ライト

グリーン

■
４
月
よ
り
使
用
で
き
ま
す

　
シ
ー
ル
は
年
度
に
よ
っ
て
色
分

け
し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
の

シ
ー
ル
は
、
４
月
の
収
集
よ
り
使

用
で
き
ま
す
。
な
お
、
令
和
６
年

度
の
シ
ー
ル
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、

令
和
８
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
継
続

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
期
限
が
過
ぎ
た
シ
ー
ル
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

■
シ
ー
ル
の
返
還

　
転
出
な
ど
に
よ
り
本
市
か
ら
引‌

っ
越
し
す
る
場
合
は
、
転
出
届
の

際
に
シ
ー
ル
を
返
還
し
て
く
だ
さ

い
。
譲
渡
は
禁
止
で
す
。

問
環
境
衛
生
課
（
内
線
１
４
４
～

１
４
６
）

無料ごみシールを郵送で配布
３月17日㈪～ 28日㈮に

貸
農
園
利
用
者
を
募
集

　
市
内
に
は
、
農
業
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と

し
て
、
農
家
の
人
が
開
設
し
て

い
る
貸
し
農
園
が
あ
り
ま
す
。

　

小
区
画
の
農
地
を
利
用
し

て
、
野
菜
や
草
花
を
栽
培
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
土
や
緑
と
ふ
れ
あ
い
、
自
分

で
作
物
を
育
て
、
農

業
へ
の
理
解
を
深
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

問
農
業
創
造
課
（
内
線
４
４
６
）
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と
き　
３
月
２
日
㈰
、９
日
㈰
、４

月
６
日
㈰
、
13
日
㈰
、
５
月
４
日

㈷
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
交
付
・
暗
証
番
号
）
窓
口
（
市
役

所
１
階
）

予
約
方
法　
希
望
日
の
２
開
庁
日

前
ま
で
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た

は
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
で
予
約
の

上
、
申
請
者
本
人
が
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔
☎
（26）
９‌

８
１
５
〕（
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）、
第
１・２
日
曜
日
、
午
前

９
時
～
午
後
５
時
30
分
）

マイナンバーカードの
日曜交付（予約制）

　
本
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ‌

ー
ド
の
保
有
率
向
上
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
コ
ン
ビ
ニ
等
交
付
サ‌

ー
ビ
ス
に
お
け
る
証
明
書
発
行
手

数
料
を
１
０
０
円
減
額
す
る
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
る
こ
と
で
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
の
証
明
書
交
付

数
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
日
曜
日
に
住
民
票
の
写

し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
市
・
府

民
税
証
明
書
な
ど
の
各
種
証
明
書

を
取
得
で
き
る
機
会
と
し
て
、「
日

曜
窓
口
」
を
平
成
16
年
か
ら
開
設

し
ま
し
た
が
、
よ
り
便
利
な
コ
ン

ビ
ニ
等
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
代
替
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、「
日
曜
窓
口
」

で
の
証
明
書
交
付
数
が
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、「
日
曜

窓
口
」
を
３
月
30
日
㈰
の
実
施
を

も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
ご
理
解
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、「
日
曜
窓
口
」
は
終
了
し

ま
す
が
、
併
せ
て
行
っ
て
い
る
パ‌

ス
ポ
ー
ト
の
交
付
は
、「
パ
ス
ポ
ー

～３月30日㈰ ４月６日㈰～

時間 午前９時～正午、
午後０時45分～５時30分 午前９時～正午

業務 パスポート交付、
各種証明書の交付

パスポート交付のみ
（予約制）

ト
の
日
曜
交
付
」
と
し
て
時
間
を

短
縮
し
て
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

※
交
付
に
は
予
約
が
必

要
で
す
（
右
下
図
か
ら
予
約
可
）。

日
曜
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
終
了

パ
ス
ポ
ー
ト
の
日
曜
交
付
の
実
施

問
市
民
窓
口
課
（
内
線
１
３
６
）

新しいパスポートが
発給されます

３月24日㈪申請分～

　
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、偽
造
・
変
造
対

策
を
大
幅
に
強
化
し
た「
２
０
２
５

年
旅
券
」
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

交
付
ま
で
の
期
間
が
変
更

　
３
月
24
日
㈪
申
請
分
よ
り
、
申

請
か
ら
交
付
ま
で
、
従
来
よ
り
も

長
い
期
間
を
要
し
ま
す
。

　
大
阪
府
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
申
請
か
ら
交
付
ま
で
10
営
業

日
（
従
来
は
６
営
業
日
）、
本
市
の

窓
口
で
は
14
営
業
日
（
従
来
は
10

営
業
日
）
と
な
り
ま
す
。

　
海
外
へ
の
旅
行
や
出
張
を
検
討

し
て
い
る
人
は
、お
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で
に
パ

ス
ポ
ー
ト
を
お
持
ち
の
人
は
、
有

効
期
間
が
十
分
に
あ
る
か
な
ど
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

手
数
料
が
変
更

　
３
月
24
日
㈪
申
請
分
か
ら
、
パ

ス
ポ
ー
ト
申
請
に
か
か
る
手
数
料

が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
場

合
は
、
原
則
戸
籍
謄
本
の
提
出
を

省
略
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
利
便

性
が
向
上
し
ま
す
。

問
大
阪
府
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

〔
☎
０
６（
６
９
４
４
）６
６
２
６
〕、

市
民
窓
口
課
（
内
線
１
３
６
）

種類 申請方法
収入印紙
（国手数料）

現金（府手数料）
３月23日㈰まで ３月24日㈪から

10 年間有効
オンライン

１万4000円 2000円
1900円

紙（書面） 2300円

５年間有効（12歳以上）
オンライン

9000円 2000円
1900円

紙（書面） 2300円

５年間有効（12歳未満）
および残存有効期間同一

オンライン
4000円 2000円

1900円

紙（書面） 2300円

8広報とんだばやし2025年３月号



市
立
西
山
墓
地
の

空
き
区
画
使
用
者
を
募
集

　
近
鉄
富
田
林
駅
か
ら
徒
歩
約
10

分
、
大
阪
外
環
状
線
か
ら
も
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
場
所
に
あ
る「
市
立

西
山
墓
地
」を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
こ
の
た
び
、
同
墓
地
の
一
部
空

き
区
画
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

使
用
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

所
在
地　
大
字
新
堂・大
字
毛え

人び

谷た
に

募
集
区
画
数　
11
基

区
画
面
積　
１
・
26
㎡
～
３
・
94
㎡

使
用
料　
永
代
使
用
料
＝
１
㎡
あ

た
り
30
万
円（
市
外
の
人
は
33
万
円
）、

維
持
費（
10
年
分
先
払
い
）＝
２
万‌

５
２
０
０
円
～
７
万
８
８
０
０
円

※
埋
蔵
歴（
お
墓
と
し
て
使
用
さ
れ

た
こ
と
）の
あ
る
区
画
も
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み　
４
月
１
日
㈫
、
午
前

９
時
～
17
日
㈭
、
午
後
５
時
30
分

（
必
着
）
に
、
環
境
衛
生
課
で
配
布

す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
、
〒
５
８
４・
８
５
１
１
常
盤

町
１
の
１　
環
境
衛
生
課
〔
内
線

１
４
３
、１
４
７
・
FAX‌

(26)
２
３
８
６‌

・

eisei@
city.tondabayas‌

hi.lg.jp

〕
へ
（
持
参
も
可
）

※
申
込
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
環

境
衛
生
課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
。

　
申
し
込
み
が
重
複
し
た
場
合
は
、

市
内
の
人
（
本
市
に
１
年
以
上
住

所
を
有
す
る
人
）
を
優
先
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
人
同
士
・
市
外
の

人
同
士
で
重
複
し
た
場
合
は
左
記

の
日
程
で
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

と
き　
４
月
18
日
㈮
、午
後
４
時
～

と
こ
ろ　
市
役
所
地
下
９
０
３
会

議
室

※
応
募
の
無
か
っ
た
区
画
は
、
４

月
21
日
㈪
、
午
前
９
時
～
、
随
時

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
（
申

し
込
み
先
着
順
）。

府手話通訳者養成講座
　手話を必要とする聴覚障がい者のコミュニケーシ 
ョン手段を確保するため、「手話通訳者」を養成する 
同講座を開催します。
とき　５月～令和８年３月（全35回程度）
※詳しい日程などは、募集案内をご覧ください。
定員　10人程度（受講判定試験を実施）
費用　無料（教材費実費）
申し込み　府ウェブサイトから申し込みま
たは障がい福祉課（内線192）に備え付け
の申込書に必要事項を記入し、３月21日㈮

（必着）までに〒537-0025大阪市東成区中道一丁
目３の59　府立福祉情報コミュニケーションセン
ター内、（公社）大阪聴力障害者協会「大阪府手話
通訳者養成講座担当」へ郵送

府民お問合せセンター〔☎06（6748）0380〕

手話奉仕員養成講座（入門編）
とき　４月12日～９月27日の毎週土曜日（５月３
日、８月16日を除く全23回）、午後２時～４時
ところ　総合福祉会館
対象　以下の全てに該当する人
・市内在住・在勤・在学の高校生以上の人
※未成年の場合は親の同意が必要。
・新規の人または同講座を受講し、修了書がもらえ
ていない人
・同講座修了後、市役所で市の手話通訳者に登録、ま

たは市内の手話サークル活動に積極的に参加できる人
定員　12人　費用　無料（教材費実費）
持ち物　筆記用具、テキスト代
申し込み　３月３日㈪～14日㈮に、総合福祉会館
へ（電話申し込み可）
※申し込み多数の場合は、３月17日㈪、午前10時
より公開抽選をします。
※同講座を修了した人は、10月４日～令和８年３
月21日の土曜日（１月３日を除く）に開催予定の「手
話奉仕員養成講座（基礎）」を受講できます。

府点訳・朗読奉仕員中級養成講座
とき　６月12日㈭～12月11日㈭（全24回）
※詳しい日程は、お問い合わせください。
ところ　府立福祉情報コミュニケーションセンター

（大阪市東成区中道一丁目３の59）
内容　点訳奉仕員中級養成講座、朗読奉仕員中級養
成講座
対象　府内在住・在勤で市町村などの初級講座修了
者または同等と認められる人
定員　各25人 （受講判定試験を実施）
費用　無料（教材費実費）
申し込み　府ウェブサイトから申し込みま
たは障がい福祉課（内線192）に備え付け
の申込書に必要事項を記入し、４月25日㈮

（必着）までに〒537-0025大阪市東成区中道一丁目
３の59　（一財）大阪府視覚障害者福祉協会へ郵送

同協会〔☎06（6748）0611〕

周辺地図
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こどもたちの声を聴かせて！
問こども政策課（内線 291）

　本市では、こどもの声が大切にされ、理解・尊重される「こどもの権利条例」の制定をめざし、
こどもの声を聴くさまざまな取り組みを行っています。
　今回は、生涯にわたる人間形成の基礎が培われる重要な時期といわれている、乳幼児期のこども
を対象とし、こども園、保育園、幼稚園に通うこどもの声を聴きました。
　同取り組みでは、事前に各園の先生が絵本を読み聞かせ、こどもたちは「こどもの権利」につい
て学びました。その後、「意見を表す権利」を実践するため、先生がいろいろな質問をして、こども
たちの声を聴きました。
意見を表す権利・・・子どもの権利条約第 12 条「子どもは、自分に関係のあることについて自由に自分の意見
を表す権利をもっています。その意見は、子どもの発達に応じて、じゅうぶん考慮されなければなりません。」

～全てのこどもには「意見を表す権利」があります～

一番嬉しかったのはどんなとき？

・遊んでいるとき　　　　　・家族でケーキを食べたとき
・コマを回せたとき　　　　・友達に助けてもらったとき
・先生と幼稚園で遊ぶとき　・パパと公園に行ったとき
・ママにいっぱい「ぎゅー」ってしてもらったとき　　  など

住んでいるところに何があったらいい？

・大きい公園（バスケットボールができる、ブランコがある）
・プール（高いところから飛び込める、ウォータースライダー）  など

あなたの大切なものは何？

・かぞく　・いのち　・ともだち
・じぶん　・おかね　・ごはん　など

自分以外の人にしてほしくないこと、言われたくないことは？

・嫌いって言われたくない　・工作を下手と言われたくない
・嘘をつかれたくない　　　・自分の大事なものを捨てられたくない　  など

どうすればこういうことにならない？

・大丈夫？って言ってあげる　・大人もこどももみんなが約束を守る
・自分がされて嫌なことを相手にしない　　　　　　　　　　　           など

見守り活動に
参加しませんか

　
本
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安

全
に
、
安
心
し
て
登
下
校
で
き
る

よ
う
、地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、小

学
校
ご
と
に
登
下
校
中
の
見
守
り

活
動
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
一
方
で
、
見
守
り
活
動
の
参
加

者
が
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
引
き
続
き
同
活
動
を
実
施
で
き

る
よ
う
、
新
た
に
活
動
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
都
合
の
つ
く
日
だ
け
で
も
構
い

ま
せ
ん
の
で
、
ご
参
加
い
た
だ
け

る
人
は
、
最
寄
り
の
小
学
校
（
教

頭
）
ま
た
は
教
育
指
導
室
（
内
線

３
６
５
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

いつも私たち
の通学を見守 
ってくれてあ
りがとう！

小学生の登下校
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～見守り訪問　スタートから１年～

　すごく明るい人（配達
員さん）なので、とても
話しやすいです。
　子育て情報をよく知っ
ている先輩ママ友さんの
ようです。

利用者の声

池田さん、るいちゃん

児童館事業
実施場所の
一時移転

　
児
童
館
施
設
の
耐
震
性
担
保
工

事
を
実
施
す
る
た
め
、
次
の
と
お

り
児
童
館
事
業
の
実
施
場
所
を
一

時
的
に
移
転
し
ま
す
。

移
転
期
間　

９
月
～
令
和
８
年
３
月
末（
予
定
）

移
転
先

・
乳
幼
児
ク
ラ
ブ
事
業

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル（
市
民
会
館
）

・
小
・
中
学
生
育
成
事
業
な
ど
そ

の
他
の
児
童
館
事
業

旧
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
市

営
若
松
団
地
第
３
集
会
所
（
若
松

町
一
丁
目
２
の
10
）

※
工
事
が
完
了
次
第
、
児
童
館
に

戻
り
、
各
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

問
児
童
館
〔
☎
（25）
０
６
６
６
〕

　大阪府下初の取り組みとして、令和６年１月に開始した「見守りおむつ定
期便」が１年を迎えました。
　同取り組みでは、子育て経験のある「見守り配達員」が、０歳児の赤ちゃ
ん（乳児）がいる家庭に、毎月おむつなど1500円相当の子育て用品を無償
でお届けしています。
　お届けの際には、育児の悩み事や困り事を気軽にご相談いただき、子育て
の成長を一緒に見守っています。
支給期間　生後２カ月～満１歳の誕生月まで（最大11カ月）
申請方法　出生届・転入届を提出の際、こども政策課にて申請してください
※右図からも申し込みできます。

　赤ちゃんと一緒の時間
が多いと、体力的にも精
神的にも大変なときがあ
ります。配達員さんが来
た時に、アドバイスをし
てくれるので、とてもあ
りがたいです。 出石さん、やまとちゃん

見守り配達員
橋本さん

　子育て中に共感してくれる人
とお話ができることは、大きな
安心につながると思います。
　訪問時にご機嫌でニコニコし
ているお子さんの表情を見る
と、「大きくなったね」とご利
用者さんと一緒に子育てを見
守っている感じがしています。

配達員の声

配送車

見守りおむつ定期便に
ついての詳細はこちら

問こども政策課（内線 204）

←申し込みはこちら
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く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　
３
月
３
日
㈪
～
、
利

用
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、こ
ど
も
育
成
課
へ
持
参（
郵

送
不
可
）、ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（
こ
ど
も
育
成
課
の
ペ
ー
ジ
）か

ら
申
し
込
み

※
同
申
込
書
は
こ
ど
も
育
成
課
ま

た
は
市
内
の
認
可
保
育
施
設
で
も

配
布
し
ま
す
。

※
利
用
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
こ
ど
も
育
成
課
の

ぺ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
同

申
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
）。

問
こ
ど
も
育
成
課（
内
線
２
８
２
）

　
大
阪
府
済
生
会
富
田
林
病
院
内

な
で
し
こ
保
育
園
で
実
施
し
て
い

る
病
児
保
育
（
病
児
対
応
型
）
の

令
和
７
年
度
の
利
用
登
録
を
、
３

月
３
日
㈪
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

利
用
日
時　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
は
除
く
）、午
前
８
時
30

分
～
午
後
６
時

対
象　
保
育
施
設
、
学
童
ク
ラ
ブ
、

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
を
利
用
し

て
い
る
子
ど
も
な
ど

費
用　
日
額
３
０
０
０
円
（
給
食

費
含
む
）

※
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
で
食
事
制
限

が
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談

新
し
い
民
生
委
員
・	

	

児
童
委
員
が
決
定

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
２
月
１
日
付
け
で
次
の
人

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
桜
ケ
丘
町
15
番（
イ
ト
ー
ピ
ア

金
剛
東
グ
ラ
ン
ヒ
ル
ズ
）　
岡
田 

英
樹
さ
ん

●
か
が
り
台　
藤
本 

幸
枝
さ
ん

※
担
当
地
区
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
連
絡
先
な
ど
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
増
進
型
地
域
福
祉
課
（
内
線

２
７
５
）

認知件数 前年度比

大阪府 2658 件 +2 件

富田林警
察署管内 75 件 +37 件

（令和６年 12 月末時点、速報値）

●
特
殊
詐
欺
の
発
生
状
況

　
富
田
林
警
察
署
管
内
の
75
件
の

う
ち
、
56
件
が
還
付
金
詐
欺
で
す
。

　
ま
た
、
年
末
か
ら
は
還
付
金
詐

欺
の
他
、
架
空
請
求
詐
欺
や
オ
レ

オ
レ
詐
欺
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を

被
害
多
発
中
！

●
架
空
請
求
詐
欺

　
本
人
の
身
に
覚
え
の
な
い
架
空

の
事
柄
を
口
実
に
金
銭
を
だ
ま
し

取
る
詐
欺
の
こ
と
で
す
。

・
有
料
サ
イ
ト
や
出
会
い
系
サ
イ

ト
な
ど
の
未
納
料
金
を
請
求
す
る

メ
ー
ル
や
電
話
が
あ
る

・
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を
閲
覧
中
に

「
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
ま
し
た
」
と

令和６年特殊詐欺認知件数

表
示
さ
れ
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
サ

ポ
ー
ト
費
用
を
請
求
さ
れ
る

な
ど
の
方
法
で
お
金
を
振
り
込
ま

せ
た
り
、
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
さ

せ
た
り
す
る
手
口
で
す
。

　
20
～
30
代
の
比
較
的
若
い
人
も

被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

●
警
察
官
を
か
た
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　
電
話
な
ど
で
警
察
官
を
名
乗
り
、

S
N
S
な
ど
に
誘
導
し
、「
あ
な
た
の

口
座
が
犯
罪
に
利
用
さ
れ
て
い
る
」

「
あ
な
た
は
逮
捕
さ
れ
る
」
な
ど
と

言
っ
て
、警
察
手
帳
や
逮
捕
状
を
見

せ
て
不
安
を
あ
お
り
、警
察
官
役
の

犯
人
が
A
T
M
な
ど
に
誘
導
し
て

お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
手
口
で
す
。

※
警
察
官
が
S
N
S
な
ど
に
誘
導

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策

・
留
守
番
電
話
機
能
や
ナ
ン
バ
ー

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
を
活
用
し
、知

ら
な
い
番
号
や
非
通
知
か
ら
の
電

話
に
出
な
い

・
お
金
の
話
が
出
れ
ば
す
ぐ
に
電

話
を
切
り
、
ま
ず
は
家
族
や
警
察

な
ど
誰
か
に
相
談
す
る

問
富
田
林
警
察
署〔
☎
（25）
１
２
３
４
〕

L
G
B
T
Q	

	
	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス	

「
に
じ
い
ろ
ブ
ー
ケ
」

　
L
G
B
T
Q
当
事
者
、
当
事

者
か
も
と
思
う
人
、理

解
・
支
援
し
た
い
人

の
集
ま
り
・
交
流
の

場
で
す
。

と
き　
３
月
23
日
㈰
、
午
後
２

時
～
４
時
（
ラ
ン
チ
希
望
者
は

午
後
０
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　
カ
フ
ェ
・
ユ
ー
（
寺

池
台
三
丁
目
１
の
15
）

テ
ー
マ　
カ
フ
ェ
と
音
楽
と
交

流
会

定
員　
15
人

参
加
費　
無
料
（
ワ
ン
ド
リ
ン

ク
制
、
ラ
ン
チ
希
望
者
は
別
途

１
１
０
０
円
が
必
要
）

申
し
込
み　
３
月
19
日
㈬
ま
で

に
、
下
図
か
ら
申
し

込
み
ま
た
は
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ク
ス
に
、
講
座

名
、
参
加
者
の
氏
名
（
匿
名

可
）、
ラ
ン
チ
希
望
者
は
そ
の

旨
を
記
入
し
、
人
権
・
市
民
協

働
課
〔（
内
線
４
７
４
）・
FAX‌

(20)

２
０
７
２
・

jinken@
city.

tondabayashi.lg.jp

〕へ（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
、
電

話
申
し
込
み
可
）

病児保育事業の
利用登録を受け付け

３月３日㈪～

～ウェブからも申し込みできます～
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令
和
５
年
、自
殺
に
よ
り
、全
国

で
２
万
１
８
３
７
人
、大
阪
府
内
で

１
３
８
３
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
悩
み
を
抱
え
て
お
困
り
の
時
や

生
き
る
こ
と
が
つ
ら
く
感
じ
る
と

き
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
左

表
の
専
門
機
関
な
ど
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
身
近
な
人
の
悩
み
に
気

づ
い
た
ら
、
話
を
聞
い
て
寄
り
添

い
、
必
要
に
応
じ
て
相
談
窓
口
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
〔
☎
(28)
５‌

５
２
０
〕

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

相談名 とき 電話番号

こころの健康相談統一
ダイヤル

月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時 30 分～午後５時
※３月１日㈯の午前９時 30 分～ 31 日
㈪の午後５時は、24 時間体制で相談を
受け付けます。

〔☎ 0570（064）556〕

こころの電話相談 月・火・木・金曜日（祝日、年末年始は
除く）、午前９時 30 分～午後５時 〔☎ 06（6607）8814〕

若者専用電話相談
（わかぼちダイヤル）

水曜日（祝日、年末年始は除く）、午前
９時 30 分～午後５時 〔☎ 06（6607）8814〕

富田林保健所
精神保健福祉相談

月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後５時 45 分 〔☎（23）2684〕

大阪府妊産婦
こころの相談センター

月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前 10 時～午後４時 〔☎ 0725（57）5225〕

自死遺族相談（予約制）月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後５時 45 分 〔☎ 06（6691）2818〕

関西いのちの電話 365 日、24 時間対応 〔☎ 06（6772）1121〕
大阪自殺防止センター 金曜日の午後１時～日曜日の午後 10 時 〔☎ 06（6260）4343〕

こころの救急箱 月曜日の午後７時～火曜日の午前３時、
木曜日、午後７時～ 10 時 〔☎ 06（6942）9090〕

自殺予防いのちの電話 毎日、午後４時～９時、毎月 10 日の午
前８時～翌午前８時 〔☎ 0120（783）556〕

相談窓口一覧　大阪府のこころの健康総合センターのページ〔https:
//www.pref.osaka.lg.jp/kokoronokenko/soudankikan/jisatsu
_soudan.html〕にも掲載していますので、ご覧ください。

　
高
齢
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
定
期
予
防
接
種
の
実
施

期
間
は
３
月
31
日
㈪
ま
で
で
す
。

対
象　
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①
満
65
歳
以
上
で
希
望
す
る
人

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
に
日
常
生

活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

障
が
い
を
有
す
る
人
お
よ
び
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス（
H
I
V
）に

よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が

い
を
有
す
る
人
（
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
程
度
）
で
希
望
す
る
人

自
己
負
担
額　
３
０
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人
は
、

新型コロナの
定期予防接種は
３月31日㈪まで

高齢者の皆さんへ

公
費
負
担
（
無
料
）
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
保
健

セ
ン
タ
ー
〔
☎
（28）
５
５
２
０
〕
ま

た
は
市
役
所
（
担
当
課
：
生
活
支

援
課
）〔
☎
（25）
１
０
０
０
〕
へ
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
実
施
医
療
機
関
以
外
の
医
療
機

関
で
接
種
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前

に
依
頼
書
発
行
な
ど
の
申
請
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
接
種
費
用
の
一

部
を
返
還
す
る
償
還
払
い
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
健
康
づ
く
り
推
進
課

の
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー〔
☎
（28）
５
５
２
０
〕

風しんの予防接種を無料で受けられます
　風しんは、感染者の飛まつ（唾液のしぶき）な
どによって他の人にうつる、感染力が強い感染症
です。
　公的な接種を受ける機会がなかった世代を対象
に、風しんの予防接種を無料で受けられるクーポ
ン券を発行しています。
有効期限　３月31日㈪
対象　昭和37年４月２日～昭和54年４月１日の
間に生まれた男性
※対象者には、クーポン券を郵送しています。
※抗体検査の結果、十分な量の抗体がない人が定
期接種の対象です。
助成回数　１回
※すでにクーポン券を利用して予防接種
をした人は対象外です。
※詳しくは右図をご覧ください。

身
体
障
が
い
者
補
助
犬	

使
用
者
の
募
集

　
身
体
障
が
い
者
の
自
立
と
社

会
参
加
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、

盲
導
犬
、
介
助
犬
、
お
よ
び
聴

導
犬
の
使
用
希
望
者
を
募
集
し

ま
す
。

申
し
込
み　
障
が
い
福
祉
課（
内

線
１
９
２
）に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、３
月

３
日
㈪
～
４
月
18
日
㈮（
必
着
）

に
郵
送
で
、〒
5
４
０・８
５
７
０

大
阪
市
中
央
区
大
手
前
二
丁
目　

府
障
が
い
福
祉
室
自
立
支
援
課

〔
☎
０
６（
６
９
４
４
）９
１
７
６
〕

へ
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「+
プラスワン

１が生まれる・見つかる！」ウォーカブル
フォーラムを開催
　本市では、南海金剛駅を起点に「ふれあい大通り」を中
心として、ウォーカブルなまちづくりをめざしています。
　このたび、「金剛駅周辺まちなかウォーカブルビジョ
ン」のお披露目と、ウォーカブルな空間づくりに向け
て、有識者を招いてのトークセッションを行うフォー
ラムを開催します。
とき　３月29日㈯、午前10時～正午
ところ　金剛公民館　定員　100人　費用　無料
申し込み　３月６日㈭～21日㈮に、右図か
ら申し込みまたはファクス、メールに、件名

「ウォーカブルフォーラム」、住所、氏名、生
年月日、電話番号、メールアドレスを記入し、金剛地
区再生室〔内線459・FAX‌（24）0269・ kongo-saisei 
@city.tondabayashi.lg.jp〕へ（申し込み先着順、電
話申し込み不可）

と
き　
３
月
18
日
㈫
、
午
後
１
時

30
分
～
３
時

と
こ
ろ　
大
阪
府
済
生
会
富
田
林

病
院
（
向
陽
台
一
丁
目
３
の
36
）

内
容　
医
師
や
認
定
看
護
師
に
よ

る
講
演
、
富
田
林
医
師
会
・
本
市

発
行
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の

配
布
と
記
入
体
験

定
員　
１
０
０
人

費
用　
無
料

持
ち
物　
筆
記
用
具

※
医
療
機
関
で
の
開
催
の
た
め
、

マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み　
３
月
10
日
㈪
ま
で
に
、

電
話
で
、
高
齢
介
護
課
（
内
線
１

８
３
）
へ
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
抽
選
）

※
下
図
か
ら
も
申
し
込

み
可
。

市
民
公
開
健
康
講
座

「
も
し
、今
あ
な
た
が『
が
ん
』と
言
わ
れ
た
ら
」

　
大
阪
南
消
防
組
合
火
災
予
防
条

例
に
よ
り
、
平
成
23
年
６
月
以
降
、

既
存
住
宅
を
含
め
た
全
て
の
住
宅

（
共
同
住
宅
を
含
む
）に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
半

数
は
逃
げ
遅
れ
が
原
因
で
、
約
７

割
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

　
ま
た
、
午
前
０
時
～
翌
朝
６
時

ま
で
の
就
寝
中
の
時
間
帯
で
多
く

の
死
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
っ
て
な
に
？

　
火
災
の
煙
や
熱
を
早
期
に
感
知

し
、
警
報
音
や
音
声
で
自
動
的
に

火
災
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
寝

室
や
階
段
な
ど
に
は
、
煙
を
感
知

す
る
タ
イ
プ
の
も
の
を
、
台
所
に

は
熱
を
感
知
す
る
タ
イ
プ
の
も
の

を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　
令
和
２
～
４
年
の
３
年
間
に
お

い
て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
て
い
る
場
合
は
、
設
置
し
て

い
な
い
場
合
に
比
べ
て
死
者
数
が

半
減
し
て
い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
火
災
発
生
時
の
死
亡

リ
ス
ク
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
ど
こ
で
買
え
る
の
？

　
お
近
く
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や

家
電
量
販
店
、
ガ
ス
事
業
者
な
ど

か
ら
購
入
で
き
ま
す
。
な
お
、
価

格
は
メ
ー
カ
ー
や
種
類
、
機
能
な

ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
一
度
設
置
す
れ
ば
そ
の
後
は
何

も
し
な
く
て
も
い
い
の
？

　
設
置
か
ら
10
年
を
目
安
に
交
換

し
て
く
だ
さ
い
。古
く
な
る
と
、電

子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど

に
よ
り
、
火
災
を
検
知
し
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。

　
ま
た
、
定
期
的
に
動
作
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
設
置
率
は
ど
れ
ぐ
ら
い
？

　
令
和
５
年
度
の
大
阪
南
消
防
局

の
構
成
市
町
村（
５
市
２
町
１
村
）

の
設
置
率
は
73
％
で
、
全
国
平
均

の
84
・
５
％
を
大
き
く
下
回
っ
て

い
ま
す
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
取
り
付
け

支
援
制
度

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付

け
が
困
難
な
世
帯
で
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
未
設
置
世
帯
（
一
部

未
設
置
世
帯
を
含
む
）、
ま
た
は
、

取
り
替
え
希
望
世
帯
に
対
し
て
、

取
り
付
け
（
取
り
替
え
）
作
業
を

無
料
で
行
い
ま
す
。

対
象
　
65
歳
以
上
の
み
、
ま
た
は

身
体
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付
け

が
困
難
な
世
帯

必
要
な
も
の
　
検
定

マ
ー
ク
が
つ
い
た
住

宅
用
火
災
警
報
器

※
取
り
付
け
位
置
は
、

「
天
井
面
」
ま
た
は

「
壁
面
」
で
す
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付

け
や
取
り
替
え
な
ど
に
つ
い
て
、詳

し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、大
阪
南
消

防
組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
消
防
職
員
を
か
た
る
詐
欺
に
ご

注
意
を

　
消
防
職
員
は「
消
防
公
務
之
証
」

を
携
行
し
て
い
ま
す
。

問
大
阪
南
消
防
局
予
防
課
〔
☎
０‌

７
２（
９
５
８
）９
９
２
８
〕

設置は義務です！

住宅用火災警報器
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とき ところ

３月 13 日㈭、午後７時～ レインボーホール
（市民会館）

３月 14 日㈮、午後７時～ 金剛公民館
３月 15 日㈯、午前 10 時～ T

ト ピ ッ ク
opic

３月 16 日㈰、午前 10 時～ かがりの郷
※いずれも 30 分前より受け付け。
※全ての会場で手話通訳が付きます。
※講習時間は約１時間です。

防
火
管
理
者
講
習

と
き　
甲
種
＝
４
月
15
日
㈫
、

16
日
㈬
（
全
２
回
）、
乙
種
＝
４

月
15
日
㈫

と
こ
ろ　
大
阪
南
消
防
局（
藤
井

寺
市
青
山
三
丁
目
６
１
３
の
８
）

定
員　
１
０
０
人

申
し
込
み　
3
月
4

日
㈫
～
11
日
㈫
に
、右

下
図
か
ら
申
し
込
み（
申
し
込
み

先
着
順
、電
話
申
し
込
み
不
可
）

※
詳
し
く
は
、（
一
財
）
府
消
防

防
災
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
同
協
会〔
☎
０
６（
６
９
４
３
）

７
６
５
４
〕

Ｐｉｃｋ　Ｕｐ！

　１月16日、第１回全日
本パラビームライフル（射
撃競技用の光線銃）射撃
競技選手権大会で優勝さ
れた東 宏さんが表敬訪
問されました。

　１月27日、藤野興業
株式会社と「災害時の応
急対策活動協力に関する
協定」を締結しました。
　今後は、災害時の協力
体制を構築するために、
連携を進めていきます。

　１月29日、株式会社日 
本政策金融公庫との地域
経済活性化に関する連携
協定を締結しました。
　今後は、地域経済のさ
らなる発展に向けて連携
を進めていきます。

　１月24日、企業版ふ
るさと納税として、子育
て支援にご寄附をいただ
いた、日本生命保険相互
会社様に感謝状を贈呈し
ました。

　
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
な
ど
交
通

安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た

め
、
次
の
と
お
り
交
通
安
全
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
運
転
免
許
証

を
お
持
ち
の
人
は
、
最
寄
り
の
会

場
で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
運
転
免
許
証
を
お
持
ち

で
な
い
人
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、

交
通
安
全
に
関
心
の
あ
る
人
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ

さ
い
。

　
日
程
な
ど
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

※
運
転
者
講
習
受
講
カ
ー
ド
を
持‌

っ
て
い
る
人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
会
場
の
駐
車
台
数
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、で
き
る
限
り
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｔト

ピ

ッ

ク

ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
へ
車
で
お
越
し
の

場
合
は
、市
役
所
駐
車
場
ま
た
は
市

営
東
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

参
加
費　
無
料

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
交
通
政
策
室
（
内
線
４
１
６
）

交
通
安
全
講
習
会
を
開
催

　12月16日、「葬儀会館ティ
ア」を運営する南海グリー
フサポート株式会社様に第
５号となる「 市 LGBTQ・
ALLY カンパニー認定証」
を交付しました。

　１月10日、有限会
社ヒューマンリンク
様に第６号となる

「 市 LGBTQ・ALLY
カンパニー認定証」
を交付しました。

市 LGBTQ・A
ア ラ イ
LLY カンパニー認定証を交付 問人権・市民協働課（内線 474）
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